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＊ 昭和 53 年の高級電卓 マイクロカリキュレータモデル 97 

 計算機の発達はものすごい。この急速に進む計算機の時代を生きてきたものとしては、

当時、欲しくてたまらなかったが、買えなかったものが今や誰も見向きもしないものにな

り、ゴミ同然に扱われる。その一つが表記の YHP（横河・ヒューレット・パッカード）のモ

デル 97（写真 1）であった。この計算機ももはや博物館に展示される時代になった。 

      

              写真 1 YHP のモデル 97 

 筆者は、昭和 36 年（1961 年）東京天文台岡山天体物理観測所に就職した。その頃、東洋

一の 74 インチ（188cm）望遠鏡が立ち上がりつつあったときであった。ハルトマン検査の

乾板の星像をコンパレータで読み取り、ハルトマン定数を計算するのに使った計算機は電

動計算機で「ガチャガチャ、ガチャン」と大きな駆動音を響かせるものであった。岡山に

あったものは「モンロー」の電動計算機で車 1 台ほどの値段だと聞かされていた。この計

算機は手動の「タイガー計算機」が電動になったものと考えればいい。その頃は、まだ「そ

ろばん」「計算尺」が大手を振っていた頃であった。 

 筆者が、天文台に残る歴史的に貴重な天文台で使われていた機械類を収集している事を

知った定年間近の御仁が、「こんな計算機があるよ」と渡してくれたものである。よほど

大切に扱われていたもののようで、ケースにも殆ど痛みはない、取扱説明書、保証書も揃

っている。そしてまだ十分に使える状態なのであるが、もう長年使われていない。卓上計

算機としてはまだ十分使えるが、手のひらサイズの電卓の便利さには勝てず、しまいこま

れたままになっていた。まだ捨てられていなかったのが幸いであった。 



 保証書によれば、昭和 53 年 4 月 7 日購入（写真 2）とあり、購入したのは当時の東京天

文台銀河系部であり、取扱説明書(写真 3)にｍｍの文字が入っているから、宮本昌典氏が購

入したもののようだ。 

  

     写真 2 M-97 の保証書         写真 3 M-97 の取扱説明書 

 その能力のすごさは下の仕様を見てもらえばいい。 

 

 アーカイブ室で収蔵する計算機はいくつかあるが、まだほぼ完全なものは少ない。この

計算機も磁気カード類、プリンタ用紙はもはや手に入れようもない。 


